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本器を末永くご愛用いただくために、ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、 
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安全にご使用いただくために  

                 
 ご注意 
 

・ この取扱説明書をよくお読みになり、内容を理解してからご使用ください。 
・ 本書は、再発行致しませんので、大切に保管してください。 
・ 製品の本来の使用法及び、取扱説明書に規定した方法以外での使い方に対しては、安全性の
保証はできません。 

・ 取扱説明書に記載された内容は、製品の性能、機能向上などによって将来予告なしに変更す
ることがあります。 

・ 取扱説明書に記載された絵、図は、実際のものと異なる場合があります。また一部省略した
り、抽象化して表現している場合があります。 

・ 取扱説明書の内容に関して万全を期していますが、不審な点や誤り記載漏れなどにお気づき
の時は、技術サービスまでご連絡ください。 

・ 取扱説明書の全部または、一部を無断で転載、複製することを禁止します。 
・ カスタマーサービスをよくお読みください。 

 
 使用している表示と絵記号の意味 
 
■ 警告表示の意味 

警告
 

警告表示とは、ある状況または操作が死亡を引き起こす危険性があることを
警告するために使用されます。 

注意
 

注意表示とは、ある状況または操作が機械、そのデータ、他の機器、財産に
害を及ぼす危険性があることを注意するために使用されます。 

ＮＯＴＥ 注記表示とは、特定の情報に注意を喚起するために使用されます。 

 
 ■絵記号の意味 
 

 

 
警告、注意を促す記号です。 

 1000V 以上の高電圧が出力されることを表しています。端子に触れると危険
です。 

 
禁止事項を示す記号です。 

 
必ず実行しなければならない行為を示す記号です。 
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安全上のご注意 必ずお守りください 
 

警告
 

感電や人的傷害を避けるため、以下の注意事項を厳守してください。 

 
強制 

 
本器は最大 25kV の高電圧を発生します。必ず、高圧用ゴム手袋を着用して操作し
てください。 
感電の原因となる場合があります。 
 

 
強制 

 
高圧電気設備の断路器を操作するときは、必ず高圧用ゴム手袋を着用し、フック棒
を使用して操作してください。 
感電の原因となる場合があります。 
 

 
強制 

 
絶縁耐力試験は、高電圧による試験を行うため大変危険です。試験関係者を含め、
関係者以外にも注意を促す安全処置を講じてください。 
感電の原因となる場合があります。 
 

 
禁止 

 
取扱い説明書の仕様・定格を確認の上、定格値を超えてのご使用は避けてください。
使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 
 

 
強制 

 
接続ケーブル等（電源コードを含む）は使用する前に必ず点検（断線、接触不良、
被覆の破れ等）してください。点検して異常のある場合は、絶対に使用しないでく
ださい。   
使用者への危害や損害また製品の故障につながります。 
 

 
禁止 

 
本器を結露状態または水滴のかかる所で使用しないでください。 
故障の原因となります。また製品の性能が保証されません。 
 

 
強制 

 
本器と被試験物とを接続する場合は必ず、被試験物が活動状態か停電している状態
かを検電器等で確認してから接続してください。  
感電の原因となる場合があります。 
 

 
分解禁止 

 
カバーをあけたり、改造したりしないでください。 
製品の性能が保証されません。 
 

 
強制 

 
設置、計測中に電源ブレーカーが切れた場合、切れた原因を明確にして、その原因
を取り除いてから試験を再開してください。 
そのまま行うと火災・感電の原因となります。 
 

 
アース線接続 

 
被試験物にＥＡＲＴＨ（アース）端子がある場合、必ず接地してください。 
感電の原因となる場合があります。 
 

 
禁止 

 
接続する時、試験を行う時は、電気知識を有する専門の人が行ってください。 
専門の知識や技術がない方が行うと危害や損害を起こす原因となる場合がありま
す。 
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安全上のご注意 必ずお守りください 
 

注意
 

本器または被試験装置の損傷を防ぐため、記載事項を守ってください。 

 
禁止 

 
被試験物の絶縁抵抗値が低い場合は、絶縁耐力試験を行わないでください。 
被試験物を損傷します。 
 

 
禁止 

 
落下させたり、堅いものにぶつけないでください。 
製品の性能が保証されません。故障の原因になります。 
 

 
禁止 

 
本器の清掃には、薬品（シンナー、アセトン等）を使用しないでください。 
カバーの変色、変形を起こす原因となります。 
     

 
強制 

 
接続ケーブルの取り外しは、コード自体を引っ張らずにロックを緩めてからコネク
タ部を持って外してください。 
コード自体を引っ張るとコードに傷がつき、誤動作、感電の原因となる場合がありま
す。 

 
禁止 

 
発電機を使用する場合は、本器の定格に合わせて余裕のある発電機をご使用くださ
い。 
製品の性能が保証されません。 
 

 
禁止 

 
保管は、６０℃以上の高温の所または、－２０℃以下の低温の所及び、多湿な所を
さけてください。また直射日光の当たる所もさけてください。 
故障の原因となります。 
 

 
禁止 

 
ゆるいコンセントに電源コードを差し込んで運転しないでください。 
製品の性能が保証されません。 
 

 
禁止 

 
電源ドラムから電源をとる場合、コードの長さ（距離）に注意してください。 
製品の性能が保証されません。  
     

 



6627-010ST002 
 

製品の開梱 
 

 
本器到着時の点検 

 
輸送中の破損がないよう、本器は輸送を配慮した梱包となっていますが、
本器がお手元に届きましたら破損や紛失物がないかどうか点検ください。
 

 
製品の開梱 

 
次の手順で開梱してください。 
手 順 作 業 
１ 梱包箱内の関係文書等を取ってください。 
２ 製品を梱包箱から注意しながら取り出してください。 

３ 
梱包箱内の全ての付属品を取り出し、標準装備の付属品が全て
含まれているかどうか確認してください。 

 
開梱の際は、梱包箱およびクッション材等は、なるべく損傷しないよう注
意し、輸送時の再利用に備えて保管しておくことをおすすめします。 

 
輸送による損傷の点検 

 
輸送中に損傷を受けていないか確認してください。もし損傷を発見したと
きは、ムサシお客様サービス部門に製品返還の意向を連絡ください。ムサ
シお客様サービス部門からの指示がある前に製品の返送はしないでくだ
さい。 
 

 
 

免責事項について 
 
 
●本商品は、電圧、電流を出力、計測をする製品で、電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定器
です。試験、測定に関わる専門的電気知識及び技能を持たない作業者の誤った測定による感電事故、被
測定物の破損などについては弊社では一切責任を負いかねます。 
本商品により測定、試験を行う作業者には、労働安全衛生法 第 6 章 第 59 条、第 60 条及び第 60 条
の 2に定められた安全衛生教育を実施してください。 
●本商品は各種の電気配線、電気機器、電気設備などの試験、測定に使用するもので、電気配線、電気機
器、電気設備などの特性を改善したり、劣化を防止するものではありません。被試験物、被測定物に万
一発生した破壊事故、人身事故、火災事故、災害事故、環境破壊事故などによる事故損害については責
任を負いかねます。 
●本商品の操作、測定における事故で発生した怪我、損害について弊社は一切責任を負いません。また、
本商品の操作、測定による建物等への損傷についても弊社は一切責任を負いません。 
●地震、雷（誘導雷サージを含む）及び弊社の責任以外の火災、第三者による行為、その他の事故、お客
様の故意または過失、誤用その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を
負いません。 
●本商品の使用または使用不能から生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中断など）に関して、
弊社は一切責任を負いません。 
●保守点検の不備や、環境状況での動作未確認、取扱説明書の記載内容を守らない、もしくは記載のない
条件での使用により生じた損害に関して、弊社は一切責任を負いません。 
●弊社が関与しない接続機器、ソフトウエアとの組み合わせによる誤動作などから生じた損害に関して、
弊社は一切責任を負いません。 
●本商品に関し、いかなる場合も弊社の費用負担は、本商品の価格内とします。 
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1. 一般概要 
 

1.1 製品概要 
 
本器［３８４０ 活線防具耐電圧試験器 ＩＰＫ－２５Ｐ形］は、ゴム長靴・ゴム手袋・ヘルメット等の
活線防具の耐電圧試験用として設計された、定格出力電圧 AC25kV 定格容量 1.25kVA の活線防具用の交流耐
電圧試験器です。 
本器は、電圧調整器・制御回路及び高圧変圧器を同一筐体内に収納した構造で、筐体底部には移動用のキ
ャスターを備えた可搬式形となっています。 
 
 

1.2 特 長 
 
本器は、次のような特長・機能を有しています。 

 
1. 移動可能な可搬式構造 
2. 電流遮断器（ACB）による一次電流検出による遮断回路方式を採用しています。 
3. タイマーを装備していますので、試験時間を任意に設定することが可能です。 
4. タイムアップ表示は、ブザーにより表示します。 

 
 

1.3 付属品 
 

品 名 長 さ 数 量 
電源コード  
・ 使用ケーブル：VCTF 2□  2 芯 
・ 端末処理 φ25-2P ﾒﾀﾙｺﾈｸﾀ- 丸形ｺﾞﾑﾌﾟﾗｸﾞ 

約 5ｍ 1 本 

高圧出力コード  
・ 使用ケーブル：15kV ﾈｵﾝｹｰﾌﾞﾙ N-EV 2□  1 芯 
・ 端末処理 φ6高圧ﾌﾟﾗｸﾞ-30A ｸﾘｯﾌﾟ（赤ｶﾊﾞｰ） 

約 3ｍ 1 本 

０Ｖコード  
・ 使用ケーブル：15kV ﾈｵﾝｹｰﾌﾞﾙ N-EV 2□  1 芯 
・ 端末処理 M6-2□  圧着端子-30A ｸﾘｯﾌﾟ（黒ｶﾊﾞｰ） 

約 3ｍ 1 本 

接地コード 
・ 使用ケーブル： KIV 2□ 1 芯 
・ 端末処理 M6-2□  圧着端子-5A ｸﾘｯﾌﾟ 

約 5ｍ 1 本 

高圧端子キャップ  1 ケ 
予備ヒューズ（15A）  2 本 
取扱説明書  1 部 
保証書  1 枚 
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1.4 外観・各部の名称及び機能説明 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注意 
・ メーターカバーはアクリル樹脂で成形されているため、冬季の乾燥した時期には、静電気により
帯電することがあります。 

・ メーターの表面を触ると指針が振れる、ゼロ調整ができない等の症状がある場合は、帯電してい
る可能性があるため、測定を行わないでください。 

・ 製造時に帯電防止剤の塗布により予防処置をおこなっておりますが、経年的に帯電防止効果が薄
れた場合に、静電気によりメーターが予期せぬ動作をすることがあります。その際には、帯電防
止剤の塗布等の処置を行なってください。（詳しくは、P.11「保守」 の項をご参照ください。） 

1
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① 出力表示ランプ（赤 OUTPUT） 高電圧を出力している時に点灯します。 

② 電圧計 出力電圧を表示する指示計器です。 

③ ヒューズ 電源回路保護用ヒューズです。（15A） 

④ 電流遮断器（ACB） 

一次回路に12.5A以上電流が流れた場合に、回路遮断して高電圧
出力を停止状態にする遮断器です。 
尚、本器の場合の一次電流12.5Aは、二次電流に換算すると50mA
となりますので、二次電流50mA以上で電流遮断器が動作します。 

⑤ タイマー 試験時間の設定を行うタイマーです。 

⑥ 
タイマースイッチ 
（タイマー ON/OFF） 

タイマーの有効／無効を選択するスイッチです。 
タイマーを有効にする場合には、“０Ｎ”にします。 

⑦ 電源スイッチ（電源 ON/OFF） 電源を投入するときに使用します。 

⑧ 高圧出力端子（OUTPUT） 
高圧の試験電圧を出力する端子です。 
高圧出力コードを接続します。 

⑨ ０Ｖ端子 高圧側の０（ゼロ）Ｖ端子です。０Ｖコードを接続します。 

⑩ 入力表示ランプ（白 INPUT） 
電源が入力されている時に点灯します。 
（電源スイッチ“ＯＮ”時点で点灯） 

⑪ 電流計 出力電流を表示する指示計器です。 

⑫ 
電流計スイッチ 
 
（電流計 開放／短絡） 

電流計を開放及び短絡するスイッチです。 
・“開放”にした場合は⑪電流計による出力電流の計測が可能
となります。 
・“短絡”にした場合は、⑪電流計が短絡状態なりますので、
出力電流の計測は不可となります。 
・試験を行わない時に“短絡”とします。 

⑬ 電流計端子（AM.T） 外部計器にて出力電流を測定する時に使用する端子です。 

⑭ 電圧調整器 出力電圧を調整する調整器です。 

⑮ 電源入力コネクタ（INPUT） 本器に電源を入力するコネクタです。電源コードを接続します。 

⑯ 接地端子（E） 本器を接地する端子です。接地コードを接続します。 
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2. 製品仕様 
 

2.1 一般仕様 
 
形状・構造 
 

① キャスター付きの可搬式構造 
② キャスター 

前 輪 後 輪 
自在車（2ケ ストッパー付） 自在車（2ケ ストッパーなし） 

 
③高圧端子構造は、塩ビ製で埋込み端子構造 

使用環境 屋内仕様 
外形寸法 外観図参照 
質 量 約 60ｋｇ 
塗装色 マンセル値 ５Ｙ ７／１（弊社標準色） 

 
 

2.2 基本仕様 
 
制御操作部   
使用電源 AC100V±10％ 単相 50Hz/60Hz 
定格出力電圧 AC25kV 
定格容量・時間 1.25kVA 30 分定格 
電圧調整器  
  調整範囲 AC0～130V（電源電圧 AC100V 入力時） 
  昇圧方式 手動による昇圧 
高圧変圧器  
  定格一次電圧 AC125V 
  定格二次電圧 AC25kV 
  定格容量 1.25kVA（30 分定格） 
  冷却方式 油入式自冷式 
電圧計  
  目 盛 25kV F.S.   
  精 度 0.5 級 
電流計  
  目 盛 50mA F.S. 
  精 度 1.5 級 
タイマー  
  設定範囲 0.1Sec～300h 
  出荷時設定 12min 
遮断回路  
  遮断方式 電流遮断器（ACB）による一次電流検出の一次回路遮断方式 
  電流遮断器動作電流値 
  遮断動作範囲 
            

AC12.5A（一次電流） 
動作値に対して 100％～120％ 
ＮＯＴＥ：動作一次電流値 AC12.5A は、二次電流に換算した場合 

AC50mA に相当 
ブザー出力 タイマーのタイムアップ時にブザー出力 
ランプ表示 
  入力表示 
  出力表示 

 
白ランプ（INPUT） 
赤ランプ（OUTPUT） 

電流計端子 （AM.T） 二次（充電）電流測定端子 
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2.3 回路図 
 

kV

mA

SW2

AM.T

ACB

TM Bz

TSW T

FSW1 SVR

125V 25kV

125V

被
試
験
物

0～25kV

0V

INPUT
AC100V

E

AR

PL1

TR

PL2

ACB

INPUT OUTPUT 0UTPUT

 
 
 
 
 
 

回路記号の意味 
ＩＮＰＵＴ ：AC100V電源入力コネクタ 
ＳＷ１   ：主電源スイッチ 
ＳＷ２   ：電流計スイッチ (開放/短絡) 
Ｆ     ：ヒューズ（15A） 
ＰＬ１    ：入力表示ランプ（白） 
ＰＬ２   ：出力表示ランプ（赤） 
ＴＭ    ：タイマー 
Ｔ.ＳＷ  ：タイマースイッチ 
ＢＺ    ：ブザー 
 

ＳＶＲ   ：電圧調整器 
ＡＣＢ   ：電流遮断器 
ｋＶ    ：電圧計 
ＡＭ.Ｔ   ：電流計端子 
ｍＡ    ：二次電流計 
ＡＲ    ：アレスター   
Ｅ     ：接地端子 
ＴＲ    ：高圧変圧器 
ＯＵＴＰＵＴ：AC25kV高圧出力端子 
０Ｖ     ：０Ｖ端子 
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3. 試 験 
 

3.1 試験の前に 
 
本器は最大 25kV の定格高電圧を出力します。下記の注意事項を守り感電事故等の重大事故から試験者及
び関連者を保護するための十分な安全対策を講じてください。 
 

1. 試験をはじめる前に試験関連者間の連絡等が取れていることを確立してください。 
2. 作業区域は、ロープやフェンス等で隔離し外部の人間が立ち入らないように十分な距離（2m程度） 
を確保してください。 

3. 本器の設置は、平らで安定した場所とし設置後、移動することの無いようにキャスターを車輪止め
等で固定してください。 

 

警告  
① 接地端子は、必ず接地に接続してください。 
接地を取っていない場合、感電事故等の重大な事故に波及します。 

② 接続コードに破損・裂傷が無いか点検・確認を行い、事故防止のためそれらのコードを
使用することは絶対に避けてください。 

③ 電源コードを接続するときは、本器の電源スイッチはＯＦＦ状態であることを確認して
ください。 

④ 被試験物の接続及び取り外しは、出力がＯＦＦ状態であることを確認してください。 
⑤ 高圧出力コードは、高圧絶縁用の碍子やフックで建物や他機器に触れないように天井か
ら架線状態で使用してください。高圧出力コードと対地間の耐電圧は AC25kV 以上を確
保してください。 

⑥ 本器と被試験物の接続及び取り外しは、無電圧状態であることを交流検電器で確認した
上、行ってください。（直流検電器は使用できません。） 

⑦ 試験終了後は、放電棒を使用し被試験物の充電された電荷を必ず放電してください。（被
試験物が短絡されていても静電容量が大きい場合、電荷が復帰する場合もありますので
長時間放電してください。） 

⑧ 高電圧出力中は、高圧出力端子及び高圧出力コードに絶対に触れないでください。 
⑨ 試験中問題が発生した場合は、直ちに電流遮断器（ACB）及び電源スイッチをＯＦＦに
して試験を中止してください。（試験の再起動は、問題の原因を解明し対策を講じたあ
とで実施してください。） 

⑩ 試験を行うときは、電気安全帽及びゴム手袋を事故防止のため使用してください。 
 

 
 

3.2 準備操作 
 
  ＊ 本器を水平で安定な場所に設置してください。 
＊ 次のツマミ、スイッチ類を下記の通りにセットします。 

  
名 称 位 置 

電源スイッチ ＯＦＦ 
電流遮断器（ACB） ＯＦＦ 
タイマースイッチ ＯＦＦ 
電流計スイッチ 短 絡 
電圧調整器 ０位置 
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3.3 接 続 
 

3 

接 地 
手 順 操 作 
1 接地端子（Ｅ）を接地します。 接地コード 

 

警告  
・ 接地をしないで本器を使用した場合には、感電事故等の重大事故につながり非常に危険
です。必ず、接地をして試験を行ってください。  

 

電源の接続 
手 順 操 作 
1 単相のAC100V(50Hz又は60HZ)で1.5kVAの電源を確保します。 
2 電源入力端子（INPUT）に電源を接続します。 電源コード 

 

警告  
・ 電源の接続は電源スイッチが「ＯＦＦ」であることを確認してから実施してください。 

 

 

高圧出力端子と被試験物の接続 
 

本器は、非接地状態の被試験物を対象にした試験器です。被試験物が接地されている場合には、被試
験物を接地から離す必要があります。もしも、被試験物が接地状態のままで試験した場合には、電流
計が短絡状態となり電流計測が出来ません。 

 

手 順 操 作 
1 被試験物の低圧側と０Ｖ端子を接続します。 ０Ｖコード 
2 被試験物の高圧側と高圧出力端子を接続します。 高圧出力コード 

 

警告  
・ 高圧出力コードが、建物や設備機器等に触れないよう天井等から高圧絶縁用の碍子やフック
を使用して架線状態で使用してください。尚、試験電圧が最大25kV出力しますので高圧出
力ケーブルと接地間の耐電圧がAC25kV以上になるような環境にしてください。 

 

0V端子高圧出力端子

電　極

水

接地端子

※ 接地すること
接地コード

電源コード

電 源
AC100V

被試験物

(長靴の場合)

耐電圧試験器

※ 絶縁フックまたは高圧懸垂硝子等で吊ること

高圧出力コード

OVコ
ー

ド

絶縁ヒモ

水

水　槽
※ 接地接続しないこと ゴムシート

※ キャスターの絶縁が劣化している場合、または金属キャスターの場合は、

    必ず耐電ゴムシート等を使用して大地から絶縁してください

0V端子
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外部計器への接続 
 
本器が搭載している電流計は1.5級のものです。より高精度な計測をする場合や本器の電流計を校正
する場合は、電流端子に交流の精密級電流計を接続してください。 

 
出力項目 端 子 
出力電流値 ＡＭ.Ｔ間 

 
手 順 操 作 
1 電流端子（AM.T）のショートバーを外します。 
2 外部電流計と電流端子（AM.T）を接続します。 接続コード（貴社にてご用意ください） 

 

警告  
・ 上記電流計を外部接続しない場合は、電流端子を必ず短絡してください。短絡されていな
い場合、高圧出力部が接地から浮いた状態となり感電事故等の重大事故に波及する恐れが
あり非常に危険です。  
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3.4 試 験 
 
実際に試験を行う前に前項までの準備が確実に行われていることを確認してください。 

 
手 順 操 作 

1 設備の電源をＯＮ状態にします。 

2 本器の電源スイッチをＯＮにします。             [入力表示ランプ(白)]点灯 

3 

試験時間の設定をします。 
① 設定は、タイマースイッチＯＦＦの状態で時間設定ツマミを廻し、希望する時間に合わせ
ます。（１～１２分） 

② もし１～１２分以外の時間設定を行う場合は、「3.5 タイマー時間の設定」の項を参照
してください。 

注意  
・ 試験時間設定は、タイマースイッチがＯＦＦ状態で行い、タイマー動作中はツ
マミを廻さないでください。 

・ タイマー動作中に設定ツマミを廻すと本器の焼損や故障の原因となります。 
 

4 

電流遮断器（ACB）をＯＮにします。                      [出力表示ランプ(赤)]点灯 

警告  
・ 電流遮断器（ACB）をＯＮにする前に、電圧調整器のツマミが０位置に設定され
ていることを確認してください。もしも、ツマミの位置が０以外の場合には、電
流遮断器（ACB）をＯＮしたと同時に高電圧が出力することになり非常に危険で
す。 

 

5 

電流計スイッチを開放にします。 

注意  
・ 電流計スイッチを短絡状態で試験した場合には、出力電流の計測ができません。 

 

6 電圧計を見ながら電圧調整器で試験電圧に設定します。 

7 
試験電圧設定後、タイマースイッチをＯＮにします。タイマー設定時間まで被試験物に電圧を
印加します。 

8 
被試験物に規定の時間電圧を印加して異常の無い場合、タイマーの動作によりブザーが動作し
て試験良となります。                                                   [ブザー]動作 

9 

試験良となった場合、速やかに電圧調整器を０位置に戻します。 
更に、電流遮断器（ACB）をＯＦＦにして高電圧出力をＯＦＦ状態とします。 

[ブザー]動作停止 [出力表示ランプ(赤)]消灯 

警告  
・ 試験良の場合は出力を遮断せず、高電圧が出力されたままの状態です。直ちに
電圧調整器を０位置に戻し、電流遮断器をＯＦＦにします。 

 

10 
試験中に設定遮断電流値以上の電流が被試験物に流れた場合には、遮断回路が動作し、即時に
出力を遮断します。                     [出力表示ランプ(赤)]消灯 
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11 
試験不良となった場合も電圧調整器を速やかに０位置に戻します。 
さらに電流遮断器をＯＦＦにします。             [出力表示ランプ(赤)]消灯 

12 電源スイッチをＯＦＦにした後、各スイッチを「3.2 準備操作」の状態にします。 

13 

試験終了後、被試験物を取り外すときは下記事項の確認を行ってから実施してください。 

警告  
・ 電源スイッチがＯＦＦであること。 
・ 高電圧が出力されていないこと。 
・ 被試験物の電荷を、放電棒を使用し完全に放電すること。 
・ 交流検電器で無電圧であることを確認すること。 

 

 
 
 

3.5 タイマー時間の設定 
 
試験時間を任意に設定できます。この機能をご使用になる際は、以下の手順で行ってください。 

 
手 順 操 作 

1 
時間単位切換えスイッチをドライバで廻して、時間単位表示窓が示す単位を目的の単位に合わせ
ます。 

2 
目盛り数字切換えスイッチをドライバで廻して、目盛り数字窓のスケールを目的のスケールに合
わせます。 

 
 

出力表示
　出力時：点灯

動作/通電表示
タイマ動作時：点滅
タイマ停止時：点灯

時間単位切換スイッチ
(sec,min,hrs,10hより選択)

時間単位表示窓

目盛数字表示窓

動作モード表示窓

動作モード切換スイッチ

目盛数字切換スイッチ
(1.2, 3,12,30より選択)

 
 

注意  
・ 動作モード表示部は、動作モード切り換えスイッチで“Ａ”以外の設定にしないでください。 
・ 本器の時間定格は、３０分となっていますので３０分以上の時間設定は行わないでください。 
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4. 保 守 
 

4.1 点 検 
 
付属品の確認 付属品の章を参照し、付属品の有無を確認します。 
構造の点検 操作パネルを点検し、部品（ネジ、ツマミ、ノブ、端子）、ケースの変形が無いか調べ

ます。 
 本体指示計器を点検し、ひび割れ、指針曲がり、破損が無いか調べます。 
 試験コードを点検し、亀裂、つぶし、断線が無いか調べます。 
 本体に電源を入れ、動作の確認をします。 

本製品のメーターカバーには、帯電防止剤を塗布していますので、清掃の際には乾い
た布等で強く擦らないでください。 
静電気により帯電した場合は、市販の帯電防止剤または、中性洗剤を柔らかい布等に
少量含ませ軽く拭いてください。 

メーターカバー
のクリーニング
について 

有機溶剤を含む洗剤は絶対に使用しないでください。変形・変色の恐れがあります。
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5. カスタマーサービス 
 

5.1 校正試験 
 
 
校正データ試験の 
ご依頼 
 

ＩＰＫ－２５Ｐの試験成績書、校正証明書、トレーサビリティは、有償にて発行
いたします。お買いあげの際に申し出ください。アフターサービスに於ける校正
データ試験のご依頼は、本器をお客様が校正試験にお出ししていただいた時の状
態で測定器の標準器管理基準に基づき校正試験を行い試験成績書、校正証明書、
トレーサビリティをお客様のご要望（試験成績書のみでも可）に合わせて有償で
発行いたします。 

 校正証明書発行に関しては、試験器をご使用になられているお客様名が校正証明
書に記載されますので代理店を経由される場合は、当社に伝わるようにご手配願
います。 

 校正データ試験のご依頼時に点検し故障個所があった場合は、修理・総合点検と
して校正データ試験とは別に追加の修理・総合点検のお見積もりをさせていただ
きご了承をいただいてから修理いたします。 

 本器の校正に関する試験は、本器をお買い求めの際にご購入された付属コード類
も含めた試験になっています。校正試験を依頼される場合は、付属コード類を本
体につけてご依頼ください。 

校正試験データ 
（試験成績書） 

校正試験データとして試験成績書は、６ヶ月間保管されますが原則として再発行
致しません。修理において修理後の試験成績書が必要な場合は、修理ご依頼時に
お申し付けください。修理完了して製品がお客様に御返却後の試験成績書のご要
望には、応じかねますのでご了承ください。 

 校正データ試験を完了しました校正ご依頼製品には、「校正データ試験合格」シー
ルが貼られています。 
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5.2 製品保証とアフターサービス 
 
保証期間と保証内容 納入品の保証期間は、お受け取り日（着荷日）から１年間といたします。（修理は

除く）この期間中に、当社の責任による製造上及び、部品の原因に基づく故障を
生じた場合は、無償にて修理を行います。ただし、天災及び取扱ミス（定格以外
の入力、使い方や落下、浸水などによる外的要因の破損、使用・保管環境の劣悪
など）による故障修理と校正・点検は、有償となります。また、この保証期間は
日本国内においてのみ有効であり、製品が輸出された場合は、保証期間が無効と
なります。また、当社が納入しました機器のうち、当社以外の製造業者が製造し
た機器の保証期間は、本項に関わらず、該当機器の製造業者の責任条件によるも
のといたします。 

保証期間後の 
サービス 
(修理・校正） 

有償とさせていただきます。当社では、保証期間終了後でも高精度、高品質でご
使用頂けるように万全のサービス体制を設けております。アフターサービス（修
理・校正）のご依頼は、当社各営業所又は、ご購入された代理店に製品名、製品
コード、故障・不具合状況をお書き添えの上ご依頼ください。修理ご依頼先が不
明の時は、当社各営業所にお問い合わせください。 

一般修理のご依頼 
 

お客様からご指摘いただいた故障個所を修理させていただきます。点検の際にご
依頼を受けた修理品が仕様に記載された本来の性能を満足しているかチェック
し、不具合があれば修理のお見積もりに加え修理させていただきます。 
（「修理・検査済」シールを貼ります。） 

総合修理のご依頼 点検し故障個所の修理を致します。点検の際にご依頼を受けた修理品が仕様に記
載された本来の性能を満足しているか総合試験によるチェックを行い、不具合が
あれば修理させていただきます。さらに消耗部品や経年変化している部品に関し
て交換修理（オーバーホール）させていただきます。修理依頼時に総合試験をご
希望されるときは、「総合試験」をご指定ください。校正点検とは、異なりますの
で注意してください。 
（「総合試験合格」シールを貼ります）  

修理保証期間 修理させていただいた箇所に関して、修理納入をさせていただいてから６ヶ月保
証させていただきます。 

修理対応可能期間 修理のご依頼にお応えできる期間は、基本的に同型式製品の生産中止後７年間と
なります。また、この期間内に於いても市販部品の製造中止等、部品供給の都合
により修理のご依頼にお応え致しかねる場合もございますので、ご了承ください。
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